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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
左右側桁の間に複数の踏板が設けられてなる階段構造であって、前記踏板は下地踏板と表
面踏板とからなり、これら下地踏板および表面踏板はいずれも左右側桁の内寸間隔より大
きい幅寸法を有するが下地踏板の幅寸法は表面踏板の幅寸法より大きく形成され、前記左
右側桁の内面には下地踏板の左右端部を嵌合する下地踏板嵌合部と表面踏板の左右端部を
嵌合する表面踏板嵌合部とが形成され、前記下地踏板と表面踏板の幅寸法の違いに応じて
下地踏板嵌合部は表面踏板嵌合部より深い溝深さ寸法を有するように段差を介して形成さ
れ、下地踏板の左右端部が下地踏板嵌合部に嵌合されると共に表面踏板の左右端部が表面
踏板嵌合部に嵌合されることを特徴とする階段構造。
【請求項２】
請求項１記載の階段構造を得る方法であって、左右側桁を所定間隔に配置し、これらの間
に複数の踏板を取り付ける階段の施工方法であって、階段の背面側から左右側桁の下地踏
板嵌合部に下地踏板の左右端部を嵌合させることにより下地踏板を設置して仮階段として
使用した後、表面踏板を湾曲させた状態にして、階段の正面側から左右側桁の表面踏板嵌
合部に表面踏板の左右端部を嵌合させることにより表面踏板を下地踏板上に設置すること
を特徴とする階段の施工方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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本発明は階段構造および階段の施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
階段構造は、一般に、あらかじめその内面に水平溝および垂直溝が形成された左右側桁と
複数の踏板、蹴込板および段鼻部材とからなり、左右側桁の水平溝に踏板の左右端部を挿
入して踏板を取り付けると共に、垂直溝に蹴込板の左右端部を挿入して蹴込板を取り付け
ることによって施工される。
【０００３】
階段は、完成した建物において階上と階下の往来に使用される（本階段としての使用）だ
けでなく、建物の施工中においても階上の造作や内装仕上げなどのために仮階段として使
用される。このため、建物の施工中に仮階段として使用するときは、階段の踏板などの破
損や汚染を防ぐために合成樹脂製などの養生シートを敷設し、建物が完成したときにこの
養生シートを取り外す必要があり、作業手間がかかるという問題があった。
【０００４】
この問題に対する解決策として、下記特許文献１が提案されている。これによれば、踏板
が下地踏板と化粧踏板とで構成され、左右側桁の内面に形成した水平溝５に下地踏板の左
右端部を挿入して下地踏板のみを設けた状態で仮階段として使用し、建物の竣工直前に蹴
込板および化粧踏板を施工するので、建物の施工中に仮階段として使用するときに踏板を
養生する必要がない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－２１４５８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
しかしながら、特許文献１で使用される化粧踏板は、「下地踏板７の上面に取り付けられ
た本体１１ａおよび本体１１ａの後端部に設けられた蹴込板９の後面上端部を覆う垂下部
１１ｂを有する化粧踏板１１」（段落０００７）を有するものとされ、また、左右側桁の
内面には下地踏板の左右端部を嵌合する下地踏板嵌合溝が形成されることが記載されてい
る（段落０００８）ものの、化粧踏板の左右端部を嵌合する溝については何らの記載も見
られない。これらの記載からして、特許文献１の踏板は、仮階段として使用するためにあ
らかじめ左右側桁の踏板嵌合溝に嵌合されて取り付けられる下地踏板の表面に、左右側桁
同士の間隔に略一致した幅寸法を有する化粧踏板（本体１１ａ）を両面テープなどで固定
するものである。すなわち、化粧踏板は、その左右端部を左右側桁内面の溝に嵌合して固
定されるものではないので、固定強度が不十分で剥がれやすく、また、幅寸法の精度が劣
ると左右側桁内面との間に隙間が生じて下地踏板の表面が露出してしまい、見栄えが悪く
なる。
【０００７】
したがって、本発明が解決しようとする課題は、建物の施工中に仮階段として使用すると
きに踏板を養生する必要を無くすことができる階段構造であって、踏板の固定強度を増大
させると共に、寸法精度を高度に要求しなくても見栄えの良い外観を呈することができる
ような新規の階段構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
この課題を解決するため、請求項１に係る本発明は、左右側桁の間に複数の踏板が設けら
れてなる階段構造であって、前記踏板は下地踏板と表面踏板とからなり、これら下地踏板
および表面踏板はいずれも左右側桁の内寸間隔より大きい幅寸法を有するが下地踏板の幅
寸法は表面踏板の幅寸法より大きく形成され、前記左右側桁の内面には下地踏板の左右端
部を嵌合する下地踏板嵌合部と表面踏板の左右端部を嵌合する表面踏板嵌合部とが形成さ
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れ、前記下地踏板と表面踏板の幅寸法の違いに応じて下地踏板嵌合部は表面踏板嵌合部よ
り深い溝深さ寸法を有するように段差を介して形成され、下地踏板の左右端部が下地踏板
嵌合部に嵌合されると共に表面踏板の左右端部が表面踏板嵌合部に嵌合されることを特徴
とする階段構造である。
【０００９】
請求項２に係る本発明は、請求項１記載の階段構造を得る方法であって、左右側桁を所定
間隔に配置し、これらの間に複数の踏板を取り付ける階段の施工方法であって、階段の背
面側から左右側桁の下地踏板嵌合部に下地踏板の左右端部を嵌合させることにより下地踏
板を設置して仮階段として使用した後、表面踏板を湾曲させた状態にして、階段の正面側
から左右側桁の表面踏板嵌合部に表面踏板の左右端部を嵌合させることにより表面踏板を
下地踏板上に設置することを特徴とする階段の施工方法である。
【発明の効果】
【００１０】
本発明によれば、下地踏板を下地踏板嵌合部に嵌合することにより下地踏板が左右側桁の
間に設置され、建物の施工中はこれを足場として仮階段として使用することができ、建物
を施工した後は表面踏板を表面踏板嵌合部に嵌合することにより表面踏板が左右側桁の間
に設置されて、下地踏板の表面を完全に覆うので、施工中に下地踏板を養生する必要がな
く、養生シートの敷設およびその取り外しに伴う作業が不要になり、施工の効率が良い。
【００１１】
下地踏板は、その左右端部が下地踏板嵌合部に嵌合された状態で左右側桁の間にしっかり
固定されるので、がたつかず、作業者はこれを仮階段として使用して安全に昇降すること
ができる。
【００１２】
表面踏板は、これを湾曲させた状態にして、階段の正面側から施工することができるので
、リフォームや表面踏板の損傷により交換する場合も、簡単に取り替えることができる。
しかも、施工後は平板状に復帰してその左右端部が表面踏板嵌合部に嵌合された状態とな
り、左右側桁にしっかり固定されるので、がたつかない。さらに、下地踏板はその左右端
部が左右側桁内面の表面踏板嵌合部に嵌合されて設置されるので、左右側桁内面との間に
隙間が生じることがなく、該隙間から下地踏板の表面が露出することがないので、見栄え
を良好に維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明による階段構造の縦断面図である。
【図２】図１中Ａ－Ａ切断線による断面図である。
【図３】この階段構造に用いられる側桁の内面図（ａ）、踏板嵌合溝を拡大して示す拡大
内面図（ｂ）および背面図（ｃ）である。
【図４】この階段構造に用いられる踏板の平面図（ａ）、正面図（ｂ）および側面図（ｃ
）である。
【図５】この階段構造に用いられる蹴込板の平面図（ａ）、正面図（ｂ）および右側面図
（ｃ）である。
【図６】この階段構造に用いられる段鼻部材の側面図である。
【図７】この階段構造を得るための一工程（下地踏板の設置）を示す断面図である。
【図８】図７の工程に続いて行なわれる工程（蹴込板の設置）を示す断面図である。
【図９】図８の工程に続いて行なわれる工程（表面踏板および段鼻部材の設置）を示す断
面図である。
【図１０】図９の工程において表面踏板を設置する作業要領を示す正面図である。
【図１１】本発明の階段構造において左右側桁の各内面に形成される踏板嵌合溝について
のバリエーションを示す内面図（ａ）～（ｄ）、これらのＢ－Ｂ断面図（ｅ），（ｆ）お
よびＣ－Ｃ断面図（ｇ）である。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
図１および図２を参照して、本発明の一実施形態による階段構造について説明する。この
階段構造１０は、所定間隔を隔てて立設される左右一対の側桁１１，１１と、これら左右
側桁間に略水平に設置される複数の踏板１２と、上下に隣接する踏板１２，１２同士の間
に略垂直に設置される複数の蹴込板１３と、各踏板１２の前端部を被覆する段鼻部材１４
とを有して構成される。
【００１５】
左右側桁１１，１１について、さらに図３を参照して説明する。各側桁１１の内面には、
後述する踏板１２の左右端部を嵌合するための踏板嵌合溝１５があらかじめ刻設形成され
ている。この踏板嵌合溝１５は、側桁１１の階段背面側の端部から階段正面側に向けて、
階段正面側の端部には達しない溝深さを有するものとして、略水平方向に延長する溝であ
るが、下方には下地踏板嵌合部１５１が形成されると共に、上方には表面踏板嵌合部１５
２が形成され、これら下地踏板嵌合部１５１と表面踏板嵌合部１５２とで踏板嵌合溝１５
を形成している。また、これら下地踏板嵌合部１５１および表面踏板嵌合部１５２は、後
述する下地踏板１２１と表面踏板１２２の幅寸法の違いに応じて、下地踏板嵌合部１５１
の側桁内面からの溝深さＤ１が表面踏板嵌合部１５２の溝深さＤ２より大きく）形成され
ており（Ｄ１＞Ｄ２）、これらの間には段差１５３が存在している。また、下地踏板嵌合
部１５１の高さ寸法Ｈ１は後述する下地踏板１２１の厚さ寸法Ｔ１と略同一またはそれよ
り若干大きく形成され、表面踏板嵌合部１５２の高さ寸法Ｈ２は後述する表面踏板１２２
の厚さ寸法と略同一またはそれより若干大きく形成される。
【００１６】
また、各側桁の内面には、後述する蹴込板１３の左右端部を嵌合するための蹴込板嵌合溝
１６が形成されている。この蹴込板嵌合溝１６は、上方の踏板嵌合溝１５（下地踏板嵌合
部１５１）の前端近くの地点と下方の踏板嵌合溝１５の中央から後端寄りの地点とを略垂
直に結ぶように延長する溝であり、その溝幅は蹴込板１３の厚さと略同一またはそれより
若干大きく形成される。
【００１７】
踏板１２について、さらに図４を参照して説明する。踏板１２は下地踏板１２１と表面踏
板１２２とで構成される。下地踏板１２１は、その左右端部を上記下地踏板嵌合部１５１
に嵌合させて設置されるものであるから、その幅寸法Ｗ１は、側桁１１，１１の内寸Ｐ１
（内面同士の間隔）に両側の下地踏板嵌合部１５１の溝深さ分を加えた寸法（Ｐ１＋２×
Ｄ１）と略同一またはそれより若干小さく形成される。表面踏板１２２は、その左右端部
を上記表面踏板嵌合部１５２に嵌合させて設置されるものであるから、その幅寸法Ｗ２は
、側桁１１，１１の内寸Ｐ１に両側の表面踏板嵌合部１５２の溝深さ分を加えた寸法（Ｐ
１＋２×Ｄ２）と略同一またはそれより若干小さく形成される。下地踏板１２１の厚さ寸
法Ｔ１は、下地踏板嵌合部１５１の高さ寸法Ｈ１と略同一またはそれより若干小さく形成
され、表面踏板１２２の厚さ寸法Ｔ２は、表面踏板嵌合部１５２の高さ寸法Ｈ２と略同一
またはそれより若干小さく形成される。また、下地踏板１２１と表面踏板１２２は、それ
らの後端縁を略整列させた状態で重ね合わせて用いられるが、その奥行寸法は下地踏板１
２１の奥行寸法Ｌ１より表面踏板１２２の奥行寸法Ｌ２が小さく形成されており、したが
って表面踏板１２２の前方（階段正面側）には下地踏板１２１の表面が露出している。要
約すれば、表面踏板１２２は、下地踏板１２１より、幅が狭く、薄く、奥行寸法も短い。
【００１８】
また、下地踏板１２１の前端裏面側には、後述する蹴込板１３の上端を嵌合するための蹴
込板嵌合溝１２３が、下地踏板１２１の幅方向に亘って形成されている。蹴込板嵌合溝１
２３の溝幅は蹴込板１３の厚さ寸法と略同一またはそれより若干大きく形成される。
【００１９】
蹴込板１３は図５に示すように薄板状部材であり、その左右端部を左右側桁１１，１１の
内面に形成した蹴込板嵌合溝１６に嵌合させて設置されるものであるから、その幅寸法Ｗ
３は、側桁１１，１１の内寸Ｐ１に両側の蹴込板嵌合溝１６の溝深さ分を加えた寸法と略
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同一またはそれより若干小さく形成される。この実施形態では、側桁１１内面の蹴込板嵌
合溝１５の溝深さを、下地踏板嵌合部１５１の溝深さＤ１より小さく形成している。また
、蹴込板１３の高さ寸法Ｈ３は、踏板１２，１２同士の間隔Ｐ２（図３（ａ））に下地踏
板１２１裏面の蹴込板嵌合溝１２３の溝深さを加えた寸法と略同一またはそれより若干小
さく形成される。なお、蹴込板嵌合溝１６は、その後側の溝内面が表面踏板１２２の前端
縁に略整列する位置に形成される（図４（ｃ））。
【００２０】
左右側桁１１，１１、踏板１２（下地踏板１２１および表面踏板１２２）および蹴込板１
３はいずれも合板、ＭＤＦ、パーティクルボードなどの木質材料で形成される。表面踏板
１２２は、建物施工後に階段の踏板として使用されるものであるので、木質材料の表面に
突板や合成樹脂化粧シートなどを貼着し、あるいは印刷などで化粧を施したものを用いる
ことが好ましい。
【００２１】
段鼻部材１４は合成樹脂製から図６に示すような断面形状に成形され、その表面部１４１
で表面踏板１２２の前方（階段正面側）に露出する下地踏板１２１の表面部分（図４（ａ
）の（Ｌ１－Ｌ２）の部分）を覆うと共に、前端部１４２で下地踏板１２１の前端木口を
覆い、さらに裏面部１４３で下地踏板１２１の裏面側の前端部分をも覆うように取り付け
て、下地踏板１２１を保護する。表面部１４１の裏面には両面テープ１４４が設けられ、
これを下地踏板１２１の前端表面露出部分に接着することにより、段鼻部材１４を取り付
けることができる。段鼻部材１４の表面部１４１の後端には軟質材による舌片１４５が取
り付けられ、表面踏板１２２の前端との間に隙間が生じても舌片１４５で該隙間を隠すこ
とができるようになっている。また、表面部１４１には滑り止めのための凹凸加工１４６
を施しておくことができる。
【００２２】
この階段構造１０の施工方法について、さらに図７ないし図１０を参照して説明する。ま
ず、左右側桁１１，１１を所定間隔Ｐ１で柱などの構造物にネジで固定する。左右側桁１
１，１１は、各側桁１１の片面に形成されている踏板嵌合溝１５および蹴込板嵌合溝１６
が内面側で互いに向き合うようにして設置される。
【００２３】
次いで、左右側桁１１，１１間に複数の下地踏板１２１を設置する（図７）。各側桁１１
の内面には、踏板嵌合溝１５（下地踏板嵌合部１５１および表面踏板嵌合部１５２）が階
段の背面側に開口しており、また、既述したように、下地踏板１２１の左右端部が左右側
桁１１，１１の下地踏板嵌合部１５１，１５１に納まるようにこれらの寸法が定められて
いるので、階段の背面側から、下地踏板１２１の左右端部を下地踏板嵌合部１５１，１５
１に差し込むようにして嵌合させ、下地踏板１２１の前端が下地踏板嵌合部１５１，１５
１の前端に到達した所定位置にて、ネジなどにより、左右側桁１１，１１に下地踏板１２
１を取り付けることができる。
【００２４】
なお、図３では、下地踏板嵌合部１５１の底面１５１ａが略水平に形成されているものと
して示されているが、図７ないし図１０に示すように、底面１５１ａを、背面側開口に向
けて徐々に下向きとなる傾斜面として形成し、くさび１７を併用して下地踏板１２１を側
桁１１に固定するようにしても良い。この場合は、下地踏板１２１の左右端部を下地踏板
嵌合部１５１，１５１に差し込む作業を容易に行うことができ、下地踏板１２１の下方に
くさび１７を打ち込んた後、下地踏板１２１およびくさび１７の両方をネジで左右側桁１
１，１１に固定する。
【００２５】
このようにして左右側桁１１，１１間に複数の下地踏板１２１を設置した後、上下に隣接
する下地踏板１２１，１２１間に蹴込板１３を設置する（図８）。各側桁１１の内面には
、蹴込板１３の左右端部を嵌合する蹴込板嵌合溝１６が形成され、また、各下地踏板１２
１の前端裏面側には蹴込板１３の上端部を嵌合する蹴込板嵌合溝１２３が形成されている
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ので、階段の背面側から、薄板状の蹴込板１３を幅方向に湾曲させながら、その左右端部
を蹴込板嵌合溝１６，１６に嵌合させると共に、その上端部を上段の既設下地踏板１２１
の蹴込板嵌合溝１２３を嵌合させ、且つ、その下端を既設の下地踏板１２１の後端面に当
接させて位置決めし、上下段の既設下地踏板１２１，１２１および左右側桁１１，１１に
ネジで固定して、蹴込板１３を取り付けることができる。
【００２６】
この時点では表面踏板１２２および段鼻部材１４は設置されていないが、上記のようにし
て下地踏板１２１が左右側桁１１，１１に対してしっかり固定されているので、建物の施
工中において階上の造作や内装仕上げなどのために仮階段として使用したときにがたつく
ことなく、安全に昇降することができる。下地踏板１２１の露出面は後に表面踏板１２２
および段鼻部材１４によって完全に被覆されるので、仮階段として使用するに際して下地
踏板１２１を養生シートなどの養生する必要はない。側桁１１および蹴込板１４について
は必要に応じて養生を行なう。
【００２７】
階上および階下の部屋の施工が完了した後、表面踏板１２２を下地踏板１２１の表面に設
置し、さらに段鼻部材１４を設置して、階段構造１０が完成する（図９）。表面踏板１２
２の設置は、図１０に示すように、薄板状である表面踏板１２２を幅方向に湾曲させた状
態にして、階段の前面側から左右側桁１１，１１の間に挿入し、その左右端部を左右側桁
１１，１１の表面踏板嵌合部１５２，１５２に差し込むことにより位置決めし、この位置
で下地踏板１５１の表面に両面テープ１８および接着剤などを用いて固定することにより
行う。このとき、表面踏板１２２の裏面中央だけでなく、裏面の左右端部（表面踏板嵌合
部１５２，１５２に嵌合される部分）にも弾性を有する両面テープ１８，１８を貼ってお
き、表面踏板１２２と両面テープ１８の合計厚が表面踏板嵌合部１５２の溝高さＨ２（図
３（ｃ））より若干大きくなるようにしておくと、表面踏板１２２の左右端部の両面テー
プ１８，１８が圧縮された状態で該左右端部が隙間なく表面踏板嵌合部１５２に嵌合され
ることになるので、表面踏板１２２をがたつくことなく固定することができる利点がある
。このようにして表面踏板１２２を下地踏板１２１の表面に設置した後、表面踏板１２２
の前端側に露出する下地踏板１２１の表面部分を覆うと共に下地踏板１２１の前端木口お
よび裏面側前端部分を覆うように段鼻部材１４を両面テープなどで取り付けて、階段構造
１０を得る。
【００２８】
図１１は、本発明の階段構造において左右側桁の各内面に形成される踏板嵌合溝１５につ
いてのバリエーションを示す。図１１（ａ）～図１１（ｄ）は、表面踏板嵌合部１５２の
前後方向の形状および配置についてのバリエーションを示し、図１１（ａ）は、図７ない
し図９に示す踏板嵌合溝１５と同一であって、表面踏板嵌合部１５２が下地踏板嵌合部１
５１の上方に略同一の奥行寸法を有するものとして延長形成されている。しかしながら、
表面踏板１２２はその後端面を蹴込板１４の前面に当接させた状態で配置される（図１）
ものであり、また、表面踏板１２２は階段の正面側（蹴込板１４の前方）から設置される
から、表面踏板嵌合部１５２は側桁１１の後端まで延長している必要はなく、少なくとも
蹴込板１４の前面までの奥行寸法を有すれば十分である。したがって、図１１（ｂ）のよ
うに表面踏板嵌合部１５２を形成しても良い。
【００２９】
また、既述実施形態のように、下地踏板１２１より奥行寸法の短い表面踏板１２２を用い
、下地踏板１２１の前端に残される表面部分を段鼻部材１４で被覆する構成を採用する場
合は、表面踏板嵌合部１５２の前端を下地踏板嵌合部１５１と同じ位置まで延ばす必要は
なく、表面踏板１２２の奥行寸法に合わせた前端位置とすれば十分である。したがって、
図１１（ｃ）のように表面踏板嵌合部１５２を形成しても良い。
【００３０】
また、表面踏板嵌合部１５２は、必ずしも前後方向に連続して形成する必要はなく、前後
方向に断続的に設けられるものとしても良い。この一例が図１１（ｄ）に示されている。
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図１１（ｅ）および図１１（ｆ）は、図１１（ａ）～図１１（ｄ）におけるＢ－Ｂ断面図
であり、いずれを採用しても良い。図１１（ｅ）は、既述実施形態として図３（ｃ）に示
す断面と同一であって、溝深さＤ１の下地踏板嵌合部１５１の上方に溝深さＤ２（Ｄ２＜
Ｄ１）の表面踏板嵌合部１５２が２段掘りで形成されている。図１１（ｆ）は、溝深さＤ
１および溝高さ（Ｈ１＋Ｈ２）を有する方形断面形状の溝を形成した後に、その溝内の上
方角部に（Ｄ１－Ｄ２）×Ｈ２の断面を有する角棒状部材１５４を接着剤などで固定する
ことにより、下地踏板嵌合部１５１および表面踏板嵌合部１５２を形成した実施形態を示
す。図１１（ｇ）は、下地踏板嵌合部１５１のみが存在する部分のＣ－Ｃ断面図である。
【００３２】
なお、図１１（ａ）～図１１（ｄ）に示す下地踏板嵌合部１５１は、いずれも、図７を参
照して説明したように、くさび１７を用いて下地踏板１２１を挿入することを前提として
、底面１５１ａを背面側開口に向けて徐々に下方に傾斜する傾斜面として形成したもので
あるが、図３（ｂ）に示すように、下地踏板１２１の断面形状と略同一の断面形状を有す
る（したがって底面１５１ａが略水平面である）ように下地踏板嵌合部１５１を形成する
ことも本発明の範囲内である。したがって、図１１（ａ）～図１１（ｄ）に示したバリエ
ーションは、図３（ｂ）に示すように底面１５１ａを略水平面として形成した場合につい
ても同様に適用可能である。
【符号の説明】
【００３３】
１０　階段構造
１１　側桁
１２　踏板
　１２１　下地踏板
　１２２　表面踏板
　１２３　蹴込板嵌合溝
１３　蹴込板
１４　段鼻部材
　１４１　表面部
　１４２　前端部
　１４３　裏面部
　１４４　両面テープ
　１４５　舌片
　１４６　凹凸加工
１５　踏板嵌合溝
　１５１　下地踏板嵌合部
　　１５１ａ　下地踏板嵌合部の底面
　１５２　表面踏板嵌合部
　１５３　段差
１５４　角棒状部材
１６　蹴込板嵌合溝
１７　くさび
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